
4-191

138（スケッチ）のエビデンス（4/7）



4-192

138（スケッチ）のエビデンス（5/7）青枠：地層境界に関する部分



4-193

138（スケッチ）のエビデンス（6/7）



4-194

138（スケッチ）のエビデンス（7/7）



余白

4-195
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• K断層の分布図を以下に示す。
• K断層は，D-1トレンチの北西法面からふげん道路ピットの中央付近に至る区間において連続して認められる断層であるが，後述の通り，これより南方へは連続せ

ず，重要施設の直下に連続していないと判断している。

K断層の性状
K断層の連続性評価について

Ｌカットピット
２－１ピット

１－１ピット

ふげん道路ピット

原電道路ピット

Ｋ断層

北西法面

D-1トレンチ 地質平面図

地質層序表

堆積年代

（凡例）

4-196

139（地質平面図）修正箇所：橙色枠

第833回審査会合資料　資料1 修正前
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• D-1トレンチにおけるK断層の分布を地質断面図に示した。

• D-1トレンチ内においては，K断層は北西法面からふげん道路ピットの中央付近に至る区間において，連続して認められる（断面K，断

面A，断面C，断面F及び断面I)。

D-1トレンチ断面図（断面位置図)
第833回審査会合

資料１ 修正

4-197

修正後
139：2-1ピット底盤を掘り込み後の形状に修正



4-198

修正前
140（地質平面図） 修正箇所：橙色枠

令和3年7月16日提出資料　本編資料
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• D-1トレンチにおけるK断層の分布を地質断面図に示した。

• D-1トレンチ内においては，K断層は北西法面からふげん道路ピットの中央付近に至る区間において，連続して認められる（断面K，断

面A，断面C，断面F及び断面I)。

D-1トレンチ断面図（断面位置図)
第833回審査会合

資料１ 修正

4-199

修正後140：ボーリング孔H24-H-2の向きと長さを修正



4-200

修正前
141（Ｋ断層確認ボーリング孔の位置図）　

修正箇所：橙色枠

第833回審査会合資料　机上配布資料2
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K断層 調査位置図
第833回審査会合

資料１ 修正

4-201

修正後141：ボーリング位置を修正（北にずれていたため修正）
140:2-1ピット底盤を掘り込み後の形状に修正



4-202

修正前
142（D-1トレンチ断面図（C-C'））

修正箇所：橙色枠

第536回審査会合資料　机上配布資料1



107

D-1トレンチ断面図（C-C’)

4-203

修正後142：2-1ピット底盤を掘り込み後の形に修正



4-204

修正前
143，144，145（D-1トレンチ断面図（I-I'））

修正箇所：橙色枠

第536回審査会合資料　机上配布資料1
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D-1トレンチ断面図（I-I’)

4-205

修正後143，144，145：最新の法面形状に修正



4-206

144（変位量）のエビデンス（1/2）青枠：変位量に関する部分



4-207

144（変位量）のエビデンス（2/2）



4-208

修正前

146，147（D-1トレンチ北西法面）
修正箇所：橙色枠

第833回審査会合資料　資料1
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K断層の性状（北西法面）

撮影範囲

• 北西法面のスケッチを以下に示す。

• 北西法面においてＫ断層は，③層以下の地層に逆断層変位を与えており，その変位量は90cm程度である。

• また，Ｋ断層の変位・変形の形態については，下方の地層では変位が，上方では変形が主体となっている。

• Ｋ断層によって変位・変形を受けている③層上部のj層については，腐植層や砂礫層の層理は東へ傾斜しており，同層

基底ではＫ断層による変位・変形量は60cm以上である。

• 一方，j層直上のk層については，j層を傾斜不整合関係で覆っており，k層の基底及びk層中の砂層は概ね水平である。

• 以上のことから，Ｋ断層はk層には変位・変形を与えていないと判断される。

調査位置図

W← →E

⑤層

⑤層

i層

o層

k層

o層

m層

j層

e層

腐植層

砂礫層

1m0

T.P.
31.5m

T.P.29.9m

→

→
撮影：2014年8月

作成日：2022年3月31日

作成日：2022年3月31日

作成日：2022年3月31日

北西法面 スケッチ

第833回審査会合
資料１ 修正

4-209

修正後146，147：最新版に修正（土壌化範囲の観察結果の反映もれを修正）
　　　②層の色調修正



4-210

146（スケッチ）のエビデンス（1/10）青枠：土壌化した範囲に関する部分



4-211

146（スケッチ）のエビデンス（2/10）



4-212

146（スケッチ）のエビデンス（3/10）



4-213

147（スケッチ）のエビデンス（4/10）



4-214

147（スケッチ）のエビデンス（5/10）



4-215

147（スケッチ）のエビデンス（6/10）青枠：②層の色調に関する部分



4-216

147（スケッチ）のエビデンス（7/10）

青枠：②層の色調に関する部分



4-217

147（スケッチ）のエビデンス（8/10）青枠：②層の色調に関する部分



4-218

147（スケッチ）のエビデンス（9/10）青枠：②層の色調に関する部分



4-219

147（スケッチ）のエビデンス（10/10）
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Ｄ-1破砕帯

• １－１ピット北面のスケッチを以下に示す。
• １－１ピット北面では，K断層は基盤岩から堆積物（③層）までを逆断層的に変位させている。
• 基盤岩中では，K断層はN-S走向で高角度西傾斜である。最新活動面について複数の条線方向を統計的に整理した結果，縦ずれ成分が卓越する。

K断層の性状（１－１ピット北面）
K断層の連続性評価について

観察面

調査位置図

走向・傾斜，条線方向計測箇所（1-1ピット北面： 12箇所のデータを平均化）

破砕部

③層

②層

①層

花崗斑岩

熱水変質部

せん断面

せん断面（不明瞭）

地層境界

層相境界（主要なもの）

凡 例

①：f：N14°W64°W 断層ガウジ（灰褐色粘土：幅2～6mm）
②：ｆ：N10°W61°W 断層ガウジ（灰褐色粘土：幅3～6mm）
③：ｆ：N6°E65°W 断層ガウジ（橙色粘土：幅2～15mm）

ｆ：せん断面

断層ガウジ・断層角礫の幅計測箇所（1-1ピット北面）

※青枠，緑枠は性状一覧表に記載したデータの計測箇所

2014年3月作成

4-220

修正前
149（D-1トレンチ1-1ピット北面） 修正箇所：橙色枠

第833回審査会合資料　資料1



93

• １－１ピット北面のスケッチを以下に示す。
• １－１ピット北面では，K断層は基盤岩から堆積物（③層）までを逆断層的に変位させている。
• 基盤岩中では，K断層はN-S走向で高角度西傾斜である。最新活動面について複数の条線方向を統計的に整理した結果，縦ずれ成分

が卓越する。

K断層の性状（１－１ピット北面）

※青枠，緑枠は性状一覧表に記載したデータの計測箇所

走向・傾斜，条線方向計測箇所（１－１ピット北面：12箇所のデータを平均化）断層ガウジ・断層角礫の幅計測箇所（１－１ピット北面）

作成日：2022年7月5日

第833回審査会合
資料１ 修正

観察面

調査位置図

4-221

修正後
149：①層の色調修正



4-222

149のエビデンス（1/10）青枠：①層の色調に関する部分




